
平
成
十
年
政
令
第
四
百
二
十
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
、
第
四
十
条
第
五
項
、

第
五
十
四
条
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
原
体
の
血
清
亜
型
）

第
一
条
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
三
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
血
清
亜
型
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
Ｈ
五
Ｎ
一

二
　
Ｈ
七
Ｎ
九

（
四
類
感
染
症
）

第
一
条
の
二
　
法
第
六
条
第
五
項
第
十
一
号
の
政
令
で
定
め
る
感
染
性
の
疾
病
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱

二
　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

三
　
エ
ム
ポ
ッ
ク
ス

四
　
オ
ウ
ム
病

五
　
オ
ム
ス
ク
出
血
熱

六
　
回
帰
熱

七
　
キ
ャ
サ
ヌ
ル
森
林
病

八
　
コ
ク
シ
ジ
オ
イ
デ
ス
症

九
　
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

十
　
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
病
原
体
が
フ
レ
ボ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

十
一
　
腎
症
候
性
出
血
熱

十
二
　
西
部
ウ
マ
脳
炎

十
三
　
ダ
ニ
媒
介
脳
炎

十
四
　
チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱

十
五
　
つ
つ
が
虫
病

十
六
　
デ
ン
グ
熱

十
七
　
東
部
ウ
マ
脳
炎

十
八
　
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

十
九
　
日
本
紅
斑
熱

二
十
　
日
本
脳
炎

二
十
一
　
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群

二
十
二
　
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
病

二
十
三
　
鼻

そ疽

二
十
四
　
ブ
ル
セ
ラ
症

二
十
五
　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎

二
十
六
　
ヘ
ン
ド
ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

二
十
七
　
発
し
ん
チ
フ
ス

二
十
八
　
ラ
イ
ム
病

二
十
九
　
リ
ッ
サ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

三
十
　
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱

三
十
一
　
類
鼻
疽

三
十
二
　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症

三
十
三
　
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症

三
十
四
　
ロ
ッ
キ
ー
山
紅
斑
熱

（
病
院
又
は
診
療
所
に
準
ず
る
医
療
機
関
）

第
一
条
の
三
　
法
第
六
条
第
十
七
項
の
病
院
又
は
診
療
所
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
と
す
る
。
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（
一
種
病
原
体
等
）

第
一
条
の
四
　
法
第
六
条
第
二
十
二
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
病
原
体
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ア
レ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
チ
ャ
パ
レ
ウ
イ
ル
ス

二
　
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
属
ブ
ン
デ
ィ
ブ
ギ
ョ
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

（
三
種
病
原
体
等
の
結
核
菌
が
耐
性
を
有
す
る
薬
剤
）

第
一
条
の
五
　
法
第
六
条
第
二
十
四
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
薬
剤
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
薬
剤
と
す
る
。

一
　
モ
キ
シ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
又
は
レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン

二
　
ベ
ダ
キ
リ
ン
又
は
リ
ネ
ゾ
リ
ド

（
三
種
病
原
体
等
）

第
二
条
　
法
第
六
条
第
二
十
四
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
病
原
体
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ア
ル
フ
ァ
ウ
イ
ル
ス
属
イ
ー
ス
タ
ン
エ
ク
イ
ン
エ
ン
セ
フ
ァ
リ
テ
ィ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
東
部
ウ
マ
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
）
、
ウ
エ
ス
タ
ン
エ
ク
イ
ン
エ
ン
セ
フ
ァ
リ
テ
ィ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
西
部
ウ
マ
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
）
及
び
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
エ
ク
イ
ン
エ
ン
セ
フ
ァ
リ
テ
ィ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
）

二
　
オ
ル
ソ
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
属
モ
ン
キ
ー
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
エ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
）

三
　
コ
ク
シ
デ
ィ
オ
イ
デ
ス
属
イ
ミ
チ
ス

四
　
シ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
属
Ｂ
ウ
イ
ル
ス

五
　
バ
ー
ク
ホ
ル
デ
リ
ア
属
シ
ュ
ー
ド
マ
レ
イ
（
別
名
類
鼻
疽
菌
）
及
び
マ
レ
イ
（
別
名
鼻
疽
菌
）

六
　
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
属
ア
ン
デ
ス
ウ
イ
ル
ス
、
シ
ン
ノ
ン
ブ
レ
ウ
イ
ル
ス
、
ソ
ウ
ル
ウ
イ
ル
ス
、
ド
ブ
ラ
バ
ー
ベ
ル
グ
レ
ド
ウ
イ
ル
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
、
バ
ヨ
ウ
ウ
イ
ル
ス
、
ハ
ン
タ
ン
ウ
イ
ル
ス
、
プ
ー
マ
ラ
ウ
イ

ル
ス
、
ブ
ラ
ッ
ク
ク
リ
ー
ク
カ
ナ
ル
ウ
イ
ル
ス
及
び
ラ
グ
ナ
ネ
グ
ラ
ウ
イ
ル
ス

七
　
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
属
オ
ム
ス
ク
ヘ
モ
ラ
ジ
ッ
ク
フ
ィ
ー
バ
ー
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
オ
ム
ス
ク
出
血
熱
ウ
イ
ル
ス
）
、
キ
ャ
サ
ヌ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
デ
ィ
ジ
ー
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
キ
ャ
サ
ヌ
ル
森
林
病
ウ
イ
ル
ス
）
及
び
テ
ィ
ッ
ク
ボ
ー

ン
エ
ン
セ
フ
ァ
リ
テ
ィ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
）

八
　
ブ
ル
セ
ラ
属
ア
ボ
ル
タ
ス
（
別
名
ウ
シ
流
産
菌
）
、
カ
ニ
ス
（
別
名
イ
ヌ
流
産
菌
）
、
ス
イ
ス
（
別
名
ブ
タ
流
産
菌
）
及
び
メ
リ
テ
ン
シ
ス
（
別
名
マ
ル
タ
熱
菌
）

九
　
フ
レ
ボ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
及
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
フ
ィ
ー
バ
ー
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
ウ
イ
ル
ス
）

十
　
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

十
一
　
ヘ
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
属
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
及
び
ヘ
ン
ド
ラ
ウ
イ
ル
ス

十
二
　
リ
ケ
ッ
チ
ア
属
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
（
別
名
日
本
紅
斑
熱
リ
ケ
ッ
チ
ア
）
、
ロ
ワ
ゼ
キ
イ
（
別
名
発
し
ん
チ
フ
ス
リ
ケ
ッ
チ
ア
）
及
び
リ
ケ
ッ
チ
イ
（
別
名
ロ
ッ
キ
ー
山
紅
斑
熱
リ
ケ
ッ
チ
ア
）

（
四
種
病
原
体
等
で
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
血
清
亜
型
）

第
二
条
の
二
　
法
第
六
条
第
二
十
五
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
血
清
亜
型
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
Ｈ
二
Ｎ
二

二
　
Ｈ
五
Ｎ
一

三
　
Ｈ
七
Ｎ
七

四
　
Ｈ
七
Ｎ
九

（
四
種
病
原
体
等
）

第
三
条
　
法
第
六
条
第
二
十
五
項
第
十
一
号
の
政
令
で
定
め
る
病
原
体
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ク
ラ
ミ
ド
フ
ィ
ラ
属
シ
ッ
タ
シ
（
別
名
オ
ウ
ム
病
ク
ラ
ミ
ジ
ア
）

二
　
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
エ
ン
セ
フ
ァ
リ
テ
ィ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
）
及
び
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

三
　
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

（
疑
似
症
患
者
を
患
者
と
み
な
す
感
染
症
）

第
四
条
　
法
第
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
二
類
感
染
症
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
結
核

二
　
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

三
　
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

四
　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
病
原
体
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
て
そ
の
血
清
亜
型
が
Ｈ
五
Ｎ
一
又
は
Ｈ
七
Ｎ
九
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
九
号
に
お
い
て
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
・
Ｈ
七
Ｎ
九
）
」
と
い
う
。
）

（
獣
医
師
の
届
出
）

第
五
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
感
染
症
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
動
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
動
物
と
す
る
。

一
　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
　
サ
ル

二
　
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
　
サ
ル
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三
　
ペ
ス
ト
　
プ
レ
ー
リ
ー
ド
ッ
グ

四
　
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
　
イ
タ
チ
ア
ナ
グ
マ
、
タ
ヌ
キ
及
び
ハ
ク
ビ
シ
ン

五
　
細
菌
性
赤
痢
　
サ
ル

六
　
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
　
鳥
類
に
属
す
る
動
物

七
　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
　
犬

八
　
結
核
　
サ
ル

九
　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
・
Ｈ
七
Ｎ
九
）
　
鳥
類
に
属
す
る
動
物

十
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
法
第
六
条
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
再
興
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
除
く
。
）
　
鳥
類
に
属
す
る
動
物

十
一
　
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
　
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ

（
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
）

第
六
条
　
法
第
二
十
五
条
第
六
項
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
疾
病
・
障
害
認
定
審
査
会
と
す
る
。

（
二
類
感
染
症
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
に
関
す
る
読
替
え
）

第
七
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替
え
る

規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
二
十
条
第
一
項

前
条

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
条

第
二
十
一
条

前
二
条

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
二
条

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第

二
項

第
十
九
条
又
は
第
二
十
条

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条

第
二
十
二
条
第
三
項

第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

第
二
十
二
条
の
二

第
十
六
条
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で

第
十
六
条
の
三
か
ら
第
十
八
条
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で

第
二
十
三
条

第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項

　

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二

十
条
第
二
項
及
び
第
三
項

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
五
項
並
び
に
第
二
十
六

条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

　

同
条
第
四
項

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
四
項

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第

三
項

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

　

同
条
第
二
項
又
は
第
三
項

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

第
二
十
五
条
第
四
項

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

第
二
十
五
条
第
七
項

第
十
九
条
第
三
項
又
は
第
五
項

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
五
項

２
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替
え
る

規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
二
十
条
第
一
項

前
条

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
条

第
二
十
一
条

前
二
条

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
二
条

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び

第
二
項

第
十
九
条
又
は
第
二
十
条

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条

第
二
十
二
条
第
三
項

第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

第
二
十
二
条
の
二

第
十
六
条
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で

第
十
六
条
の
三
か
ら
第
十
八
条
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で

第
二
十
三
条

第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二

十
条
第
二
項
及
び
第
三
項

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
五
項
並
び
に
第
二
十
六

条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

同
条
第
四
項

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
四
項

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条

3



第
二
十
五
条
第
一
項
及
び

第
三
項

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

同
条
第
二
項
又
は
第
三
項

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

第
二
十
五
条
第
四
項

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項

第
二
十
五
条
第
七
項

第
十
九
条
第
三
項
又
は
第
五
項

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
五
項

（
建
物
に
係
る
措
置
の
基
準
）

第
八
条
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
一
類
感
染
症
の
建
物
の
外
部
へ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
一
類
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
当
該
措
置
を
実
施
す
る
建
物
の
構
造
及
び
設
備
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
適
切
な
方
法
で
行
う
こ

と
。

二
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
で
き
る
限
り
原
状
回
復
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
方
法
で
行
う
こ
と
。

（
交
通
の
制
限
又
は
遮
断
の
基
準
）

第
九
条
　
法
第
三
十
三
条
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
一
類
感
染
症
の
広
範
囲
の
地
域
に
わ
た
る
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
一
類
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
当
該
措
置
を
実
施
す
る
場
所
の
交
通
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
適
切
な
方
法
で
行
う
こ
と
。

二
　
法
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
緊
急
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
速
や
か
に
当
該
措
置
を
解
除
す
る
こ
と
。

三
　
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
者
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
行
う
こ
と
。

（
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
の
実
施
期
間
）

第
九
条
の
二
　
法
第
三
十
六
条
の
九
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
係
る
発
生
等
の
公
表
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

等
に
係
る
発
生
等
の
公
表
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
指
定
感
染
症
又
は
新
感
染
症
の
ま
ん
延
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期
間
と
す

る
。

（
対
象
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
の
額
等
）

第
九
条
の
三
　
法
第
三
十
六
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
医
療
機
関
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
対
象
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
が
同
項
に
規
定
す
る
医
療
協
定
等
措
置
を
講
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
日
（
次
項
に
お
い
て
「
医
療

協
定
等
措
置
認
定
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
に
お
け
る
当
該
対
象
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
月
の
当
該
各
号
に

定
め
る
費
用
（
次
項
に
お
い
て
「
公
的
医
療
保
険
給
付
費
」
と
い
う
。
）
と
し
て
当
該
対
象
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
額
と
す
る
。

一
　
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
医
療
機
関
　
健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
、
国

家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
。
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
に
よ
る
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
家
族
療
養
費
及
び
高
額
療
養
費
の
支
給
に
要

す
る
費
用

二
　
前
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機
関
　
外
来
療
養
（
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
、
船
員
保
険
法
第
五
十
三
条
第

一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
、
国
民
健
康
保
険
法
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る

療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
五
十
六
条
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号

に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
給
付
並
び
に
外
来
療
養
に
係
る
保
険
外
併
用
療
養
費
、
家
族
療
養
費
及
び
高
額
療
養
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

２
　
法
第
三
十
六
条
の
九
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
月
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
係
る
発
生
等
の
公
表
が
行
わ
れ
た
日
（
第
九
条
の
五
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
発
生
等
公
表
日
」
と
い
う
。
）

前
一
年
以
内
に
お
い
て
医
療
協
定
等
措
置
認
定
日
に
応
当
す
る
日
の
属
す
る
月
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
理
由
に
よ
り
当
該
月
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
月
）
と
し
、
当
該
月
に
お
け
る
対
象
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
当
該
月
の
公
的
医
療
保
険
給
付
費
と
し
て
、
当
該
対
象
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
た
額
と
す
る
。

（
流
行
初
期
医
療
の
確
保
に
要
す
る
費
用
の
額
）

第
九
条
の
四
　
法
第
三
十
六
条
の
十
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額
に
八
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。

（
国
の
交
付
金
の
額
）

第
九
条
の
五
　
法
第
三
十
六
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
国
が
都
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
る
額
は
、
各
都
道
府
県
に
つ
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
発
生
等
公
表
日
の
属
す
る
月
か
ら
第
九
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
期
間
が
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
間
（
次
条
に
お
い
て
「
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
実
施
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
（
法
第
三
十
六
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療

確
保
措
置
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
の
八
分
の
三
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

（
流
行
初
期
医
療
確
保
交
付
金
の
額
）

第
九
条
の
六
　
法
第
三
十
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。
）
が
都
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
る
額
は
、
各
都
道
府
県
に
つ
き
、
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
実
施
期
間
に
お
け

る
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
に
要
し
た
費
用
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

（
保
険
者
の
合
併
等
の
場
合
に
お
け
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
九
条
の
七
　
合
併
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
合
併
若
し
く
は
分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
又

は
解
散
を
し
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
成
立
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
合
併
、
分
割
又
は
解
散
が
行
わ
れ
た
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
合
併
等
年
度
」
と
い
う
。
）
の
法
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第
三
十
六
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
以
下
単
に
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
成
立
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。
た
だ
し
、
合
併
、
分
割
又
は
解
散
が
合
併
等
年
度
の
初
日
に
行
わ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
合
併
又
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
　
当
該
保
険
者
が
当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
又
は
当
該
分
割
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
若
し
く
は
当
該
分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
か
ら
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
流
行
初
期

医
療
確
保
拠
出
金
等
に
係
る
債
務
の
額

二
　
合
併
後
存
続
す
る
保
険
者
又
は
解
散
を
し
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
保
険
者
　
当
該
合
併
又
は
解
散
前
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
合
併
等
年
度
の
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
額
に
当
該
合
併
又
は
解
散
に

よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
か
ら
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
に
係
る
債
務
の
額
を
加
え
て
得
た
額

三
　
分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
　
当
該
分
割
前
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
合
併
等
年
度
の
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
額
か
ら
当
該
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
が
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出

金
等
に
係
る
債
務
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額

（
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
及
び
延
滞
金
の
徴
収
の
請
求
）

第
九
条
の
八
　
法
第
三
十
六
条
の
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
及
び
延
滞
金
（
法
第
三
十
六
条
の
二
十
に
規
定
す
る
延
滞
金
を
い
う
。
）
の
徴
収
の
請
求
は
、
法
第
三
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
督
促
を
受
け
た
保
険
者
等
（
法
第
三
十
六
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
保
険

者
等
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
保
険
者
等
に
係
る
当
該
請
求
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
流
行
初
期
医
療
の
確
保
に
要
す
る
費
用
の
返
納
）

第
九
条
の
九
　
法
第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
収
入
は
、
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
措
置
に
係
る
補
助
金
の
う
ち
法
第
三
十
六
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療
の
確

保
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
流
行
初
期
医
療
確
保
補
助
金
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
同
項
の
流
行
初
期
医
療
の
確
保
に
要
す
る
費
用
に
係
る
収
入
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
流
行
初
期
医
療
確
保
費
用
収
入
額
」
と
い
う
。
）
を
上
回
る
場
合
に
は
、
流
行
初
期
医
療
確
保
費
用
収
入
額
）
と
す
る
。

一
　
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
、
流
行
初
期
医
療
確
保
費
用
収
入
額
及
び
流
行
初
期
医
療
確
保
補
助
金
の
額
の
合
計
額

二
　
第
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
及
び
当
該
額
か
ら
同
条
第
一
項
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額
に
八
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）

第
九
条
の
十
　
法
第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
四
項
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
の
十
九
か
ら
第
三
十
六
条
の
二
十
二
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
支
払
基
金
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、

「
保
険
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
医
療
機
関
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
十
九
第
一
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
返
納
金
（
以
下
「
返
納
金
」
と
い

う
。
）

第
三
十
六
条
の
十
九
第
三
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
納
金

次
条

第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
徴
収
を
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に

請
求
す
る

当
該
返
納
金
及
び
当
該
延
滞
金
を
徴
収
す
る

第
三
十
六
条
の
十
九
第
四
項

規
定
に
よ
る
徴
収
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

返
納
金
及
び
延
滞
金

第
三
十
六
条
の
二
十
第
一
項

前
条
第
一
項

第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
納
金

第
三
十
六
条
の
二
十
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第

三
十
六
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
納
金

第
三
十
六
条
の
二
十
一
第
三
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
納
金

第
三
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収

の
請
求

第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
の
十
九
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
督
促
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収

第
三
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
納
金

（
流
行
初
期
医
療
の
確
保
に
要
す
る
費
用
の
返
還
に
関
す
る
読
替
え
）

第
九
条
の
十
一
　
法
第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
二
項
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
の
十
九
か
ら
第
三
十
六
条
の
二
十
二
ま
で
並
び
に
第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

中
「
支
払
基
金
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
「
保
険
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
医
療
機
関
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
十
九
第
一
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
流
行
初
期
医
療
の

確
保
に
要
す
る
費
用
の
全
部
又
は
一
部
（
以
下
「
返
還
金
」
と
い
う
。
）

第
三
十
六
条
の
十
九
第
三
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
還
金
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次
条

第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
徴
収
を
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道

府
県
知
事
に
請
求
す
る

当
該
返
還
金
及
び
当
該
延
滞
金
を
徴
収
す
る

第
三
十
六
条
の
十
九
第
四
項

規
定
に
よ
る
徴
収
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府

県
知
事

返
還
金
及
び
延
滞
金

第
三
十
六
条
の
二
十
第
一
項

前
条
第
一
項

第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
還
金

第
三
十
六
条
の
二
十
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
三
十

六
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
還
金

第
三
十
六
条
の
二
十
一
第
三
項

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
還
金

第
三
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
徴
収
の
請
求

第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
督
促
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収

第
三
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

返
還
金

第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
二
項

前
項

第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
一
項

返
納
金

返
還
金

第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
三
項

第
一
項

第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
一
項

返
納
金

返
還
金

（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
形
式
）

第
九
条
の
十
二
　
法
第
三
十
六
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
が
発
行
す
る
債
券
（
以
下
「
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
」
と
い
う
。
）
は
、
無
記
名
式
と
す
る
。

（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
の
方
法
）

第
九
条
の
十
三
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
は
、
募
集
の
方
法
に
よ
る
。

（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
申
込
証
）

第
九
条
の
十
四
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
募
集
に
応
じ
よ
う
と
す
る
者
は
、
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
申
込
証
に
そ
の
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
数
並
び
に
そ
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。
以
下
「
社
債
等
振
替
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
振
替
基
金
流
行
初
期
医

療
確
保
措
置
債
券
」
と
い
う
。
）
の
募
集
に
応
じ
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
の
記
載
事
項
の
ほ
か
、
自
己
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
当
該
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
振
替
を
行
う
た
め
の
口
座
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
「
振

替
口
座
」
と
い
う
。
）
を
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
申
込
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
申
込
証
は
、
支
払
基
金
が
作
成
し
、
こ
れ
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
名
称

二
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
総
額

三
　
各
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
金
額

四
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
利
率

五
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
償
還
の
方
法
及
び
期
限

六
　
利
息
の
支
払
の
方
法
及
び
期
限

七
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
の
価
額

八
　
社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

九
　
社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
き
は
、
無
記
名
式
で
あ
る
旨

十
　
応
募
額
が
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
総
額
を
超
え
る
場
合
の
措
置

十
一
　
募
集
又
は
管
理
の
委
託
を
受
け
た
会
社
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
商
号

（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
引
受
け
）

第
九
条
の
十
五
　
前
条
の
規
定
は
、
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
を
引
き
受
け
る
場
合
又
は
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
募
集
の
委
託
を
受
け
た
会
社
が
自
ら
基
金
流
行
初
期
医
療

確
保
措
置
債
券
を
引
き
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
引
き
受
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
振
替
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
を
引
き
受
け
る
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は
振
替
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
募
集
の
委
託
を
受
け
た
会
社
は
、
そ
の
引
受
け
の
際
に
、
振

替
口
座
を
支
払
基
金
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
成
立
の
特
則
）

第
九
条
の
十
六
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
応
募
総
額
が
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
総
額
に
達
し
な
い
と
き
で
も
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
を
成
立
さ
せ
る
旨
を
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債

券
申
込
証
に
記
載
し
た
と
き
は
、
そ
の
応
募
額
を
も
っ
て
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
総
額
と
す
る
。

（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
払
込
み
）

第
九
条
の
十
七
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
募
集
が
完
了
し
た
と
き
は
、
支
払
基
金
は
、
遅
滞
な
く
、
各
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
に
つ
い
て
そ
の
全
額
の
払
込
み
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
債
券
の
発
行
）

第
九
条
の
十
八
　
支
払
基
金
は
、
前
条
の
払
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
債
券
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
に
つ
き
社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

２
　
各
債
券
に
は
、
第
九
条
の
十
四
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
九
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
番
号
を
記
載
し
、
支
払
基
金
の
理
事
長
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
原
簿
）

第
九
条
の
十
九
　
支
払
基
金
は
、
主
た
る
事
務
所
に
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
原
簿
を
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
原
簿
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
の
年
月
日

二
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
数
（
社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
き
は
、
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
数
及
び
番
号
）

三
　
第
九
条
の
十
四
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項

四
　
元
利
金
の
支
払
に
関
す
る
事
項

（
利
札
が
欠
け
て
い
る
場
合
）

第
九
条
の
二
十
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
を
償
還
す
る
場
合
に
お
い
て
、
欠
け
て
い
る
利
札
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
金
額
を
償
還
額
か
ら
控
除
す
る
。
た
だ
し
、
既
に
支
払
期
が
到
来
し
た
利
札
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
利
札
の
所
持
人
が
こ
れ
と
引
換
え
に
控
除
金
額
の
支
払
を
請
求
し
た
と
き
は
、
支
払
基
金
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
の
認
可
）

第
九
条
の
二
十
一
　
支
払
基
金
は
、
法
第
三
十
六
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
募
集
の
日
の
二
十
日

前
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
を
必
要
と
す
る
理
由

二
　
第
九
条
の
十
四
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
募
集
の
方
法

四
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額

五
　
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
債
券
に
記
載
し
よ
う
と
す
る
事
項

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
成
し
よ
う
と
す
る
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
申
込
証

二
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
発
行
に
よ
り
調
達
す
る
資
金
の
使
途
を
記
載
し
た
書
面

三
　
基
金
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
債
券
の
引
受
け
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

（
医
療
に
関
す
る
審
査
機
関
）

第
十
条
　
法
第
四
十
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
審
査
機
関
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
定
め
る
特
別
審
査
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
に
設
置
さ
れ
る
診
療
報
酬
の
審
査
に
関
す
る
組
織
及
び
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
と
す
る
。

（
施
設
）

第
十
一
条
　
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
長
が
定
期
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
刑
事
施
設

二
　
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る
施
設

（
定
期
の
健
康
診
断
の
対
象
者
、
定
期
及
び
回
数
）

第
十
二
条
　
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
期
の
健
康
診
断
を
受
け
る
べ
き
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
定
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
み
、
幼
稚
園
を
除
く
。
）
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
又
は
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
　
毎
年
度

二
　
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
一
年
未
満
の
も
の
を
除
く
。
）
の
学
生
又
は
生
徒
　
入
学
し
た
年
度

三
　
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
　
二
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
以
降
に
お
い
て
毎
年
度

四
　
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
　
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
以
降
に
お
い
て
毎
年
度

２
　
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
期
の
健
康
診
断
を
受
け
る
べ
き
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
定
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
健
康
診
断
の
対
象
者
以
外
の
者
（
市
町
村
が
定
期
の
健
康
診
断
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
者
及
び
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
　
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
以
降
に
お
い
て
毎
年
度
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二
　
市
町
村
が
そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
結
核
の
発
生
の
状
況
、
定
期
の
健
康
診
断
に
よ
る
結
核
患
者
の
発
見
率
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
定
期
の
健
康
診
断
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
者
　
市
町
村
が
定
め
る
定
期

３
　
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
健
康
診
断
の
回
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
一
項
各
号
及
び
前
項
第
一
号
の
定
期
の
健
康
診
断
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
期
に
お
い
て
一
回

二
　
前
項
第
二
号
の
定
期
の
健
康
診
断
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
が
定
め
る
定
期
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
回
数

（
指
定
動
物
）

第
十
三
条
　
法
第
五
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
動
物
は
、
イ
タ
チ
ア
ナ
グ
マ
、
コ
ウ
モ
リ
、
サ
ル
、
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
プ
レ
ー
リ
ー
ド
ッ
グ
及
び
ヤ
ワ
ゲ
ネ
ズ
ミ
と
す
る
。

（
輸
入
検
疫
の
対
象
と
な
る
感
染
症
）

第
十
四
条
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
指
定
動
物
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
感
染
症
は
、
サ
ル
に
つ
い
て
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
及
び
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
と
す
る
。

（
特
定
一
種
病
原
体
等
）

第
十
五
条
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
一
種
病
原
体
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ア
レ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
ガ
ナ
リ
ト
ウ
イ
ル
ス
、
サ
ビ
ア
ウ
イ
ル
ス
、
チ
ャ
パ
レ
ウ
イ
ル
ス
、
フ
ニ
ン
ウ
イ
ル
ス
、
マ
チ
ュ
ポ
ウ
イ
ル
ス
及
び
ラ
ッ
サ
ウ
イ
ル
ス

二
　
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
属
ア
イ
ボ
リ
ー
コ
ー
ス
ト
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
、
ザ
イ
ー
ル
ウ
イ
ル
ス
、
ス
ー
ダ
ン
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
、
ブ
ン
デ
ィ
ブ
ギ
ョ
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
及
び
レ
ス
ト
ン
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

三
　
ナ
イ
ロ
ウ
イ
ル
ス
属
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
ヘ
モ
ラ
ジ
ッ
ク
フ
ィ
ー
バ
ー
ウ
イ
ル
ス
（
別
名
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
ウ
イ
ル
ス
）

四
　
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
ウ
イ
ル
ス
属
レ
イ
ク
ビ
ク
ト
リ
ア
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
ウ
イ
ル
ス

（
二
種
病
原
体
等
の
所
持
の
許
可
）

第
十
六
条
　
法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
の
許
可
は
、
事
業
所
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
五
十
六
条
の
七
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
）

第
十
七
条
　
法
第
五
十
六
条
の
七
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
申
請
者
の
使
用
人
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
本
店
又
は
支
店
（
商
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る
事
務
所
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
継
続
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
有
す
る
場
所
で
、
二
種
病
原
体
等
の
所
持
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
す
る
者
を
置
く
も
の

（
所
持
の
許
可
に
係
る
変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
十
八
条
　
二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
は
、
法
第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
（
法
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
変
更
に
係
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
変
更
の
内
容

四
　
変
更
の
理
由

（
二
種
病
原
体
等
の
輸
入
の
許
可
）

第
十
九
条
　
法
第
五
十
六
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
は
、
輸
入
し
よ
う
と
す
る
二
種
病
原
体
等
の
種
類
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
種
病
原
体
等
の
所
持
の
届
出
）

第
二
十
条
　
法
第
五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
の
届
出
は
、
事
業
所
ご
と
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
搬
証
明
書
の
書
換
え
）

第
二
十
一
条
　
運
搬
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
運
搬
証
明
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出

て
、
そ
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
搬
証
明
書
の
再
交
付
）

第
二
十
二
条
　
運
搬
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
運
搬
証
明
書
を
喪
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
盗
取
さ
れ
た
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
由
を
付
し
て
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
公
安

委
員
会
に
そ
の
再
交
付
を
文
書
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
要
と
な
っ
た
運
搬
証
明
書
の
返
納
）

第
二
十
三
条
　
運
搬
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
運
搬
証
明
書
（
第
三
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
運
搬
証
明
書
）
を
交

付
を
受
け
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
運
搬
を
終
了
し
た
と
き
。

二
　
運
搬
を
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

三
　
運
搬
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
喪
失
し
、
又
は
盗
取
さ
れ
た
運
搬
証
明
書
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
。

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
間
の
連
絡
）

第
二
十
四
条
　
運
搬
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
関
係
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
関
係
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

一
　
出
発
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
出
発
地
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
以
外
の
関
係
公
安
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
出
発
地
公
安
委
員
会
を
通
じ
て
、
法
第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
一
項
の
届

出
の
受
理
及
び
運
搬
証
明
書
の
交
付
並
び
に
同
条
第
二
項
の
指
示
を
行
う
こ
と
。
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二
　
法
第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
二
項
の
指
示
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
指
示
の
内
容
を
他
の
関
係
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
運
搬
す
る
一
種
病
原
体
等
、
二
種
病
原
体
等
又
は
三
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
盗
取
、
所
在
不
明
そ
の
他
の
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
他
の
関
係
公
安
委
員
会
と
緊
密
な
連
絡
を
保

つ
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
運
搬
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
関
係
公
安
委
員
会
は
、
一
の
関
係
公
安
委
員
会
を
通
じ
て
、
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る

申
請
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
返
納
の
受
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
の
関
係
公
安
委
員
会
以
外
の
関
係
公
安
委
員
会
は
、
当
該
一
の
関
係
公
安
委
員
会
を
通
じ
て
、
運
搬
証
明
書
の
書

換
え
又
は
再
交
付
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
手
数
料
の
額
等
）

第
二
十
四
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
の
四
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
匿
名
感
染
症
関
連
情
報
利
用
者
（
法
第
五
十
六
条
の
四
十
二
に
規
定
す
る
匿
名
感
染
症
関
連
情
報
利
用
者
を
い
う
。
次
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

が
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
は
、
匿
名
感
染
症
関
連
情
報
（
法
第
五
十
六
条
の
四
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
匿
名
感
染
症
関
連
情
報
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
提
供
に
要
す
る
時
間
一
時
間
ま
で
ご
と
に
七
千
二
百

円
と
す
る
。

２
　
前
項
の
手
数
料
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
面
に
収
入
印
紙
を
貼
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
五
十
六
条
の
四
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
等
（
法
第
五
十
六
条
の
四
十
八
に
規
定
す
る
支

払
基
金
等
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
手
数
料
の
免
除
）

第
二
十
四
条
の
三
　
法
第
五
十
六
条
の
四
十
九
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
都
道
府
県
そ
の
他
の
法
第
五
十
六
条
の
四
十
一
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

二
　
法
第
五
十
六
条
の
四
十
一
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
業
務
（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十

九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
補
助
金
等
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
二
条
の
二
（
同
法
第
二
百
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
地
方
公

共
団
体
が
支
出
す
る
補
助
金
又
は
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
六
条
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
と
し
て
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
が
交
付
す
る

助
成
金
を
充
て
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
者

三
　
法
第
五
十
六
条
の
四
十
一
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
同
項
第
一
号
に
定
め
る
業
務
の
委
託
（
二
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受

け
た
者
又
は
前
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
同
号
に
規
定
す
る
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
み
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
匿
名
感
染
症
関
連
情
報
利
用
者
が
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
五
十
六
条
の
四
十
九
第
一
項
の
手
数
料
を
免
除
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
匿
名
感
染
症
関
連
情
報
利
用
者
は
、
当
該
免
除
を
求
め
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
厚
生
労
働
大
臣
（
法
第
五
十
六
条
の
四
十
八
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
支
払
基
金
等
が
法
第
五
十
六
条
の
四
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
匿
名
感
染
症
関
連
情
報
の
提
供
に
係
る
事
務
の
全
部
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
支
払
基
金
等
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
の
負
担
）

第
二
十
五
条
　
法
第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
法
第
五
十
七
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄

附
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
が
、
そ
の
年
度
に
お
い
て
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
の
額
を
超
過
し
た
と
き
は
、
そ
の
超
過
額
は
、
後
年
度
に
お
け
る
支
弁
額
か
ら
控
除
す
る
。

（
都
道
府
県
の
補
助
）

第
二
十
六
条
　
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
法
第
五
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
学
校
又
は
施
設
の
設
置
者
が
健
康
診
断
の
実
施
の
た
め
に
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に

お
け
る
そ
の
実
施
に
関
す
る
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

２
　
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
係
る
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感

染
症
指
定
医
療
機
関
の
設
置
者
が
、
そ
の
設
置
の
た
め
に
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行

う
。

３
　
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
運
営
に
要
す
る
費
用
に
係
る
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感

染
症
指
定
医
療
機
関
の
設
置
者
が
、
そ
の
運
営
の
た
め
に
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
診
療
収
入
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

４
　
法
第
六
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
同
項
に
規
定
す
る
公
的
医
療
機
関
等
、
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
特
定
機
能
病
院
並
び

に
法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
を
締
結
し
た
医
療
機
関
又
は
法
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
検
査
等
措
置
協
定
を
締
結
し
た
同
項
に
規
定
す
る
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
等
の
設

置
者
が
、
そ
の
設
置
の
た
め
に
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

５
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
第
三
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
国
の
負
担
）

第
二
十
七
条
　
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
並
び
に
法
第
五
十
八
条
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
八
号
の
費
用
に
係
る
法
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
法
第
五
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

２
　
法
第
五
十
九
条
の
費
用
に
係
る
規
定
に
よ
る
法
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
都
道
府
県
が
負
担
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
そ
の
他
の
収
入

の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

３
　
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。
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（
国
の
補
助
）

第
二
十
八
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
法
第
五
十
八
条
第
十
号
及
び
第
十
六
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄

附
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

２
　
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
法
第
五
十
八
条
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
し
た
費
用
（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
医
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

３
　
法
第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
法
第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
補
助
し
た
費
用
の
額
か
ら
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
そ
の
他
の

収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
補
助
率
は
二
分
の
一
と
す
る
。

４
　
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
係
る
法
第
六
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
設
置
者
が
、
そ
の
設
置
の
た
め
に
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、

そ
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

５
　
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
運
営
に
要
す
る
費
用
に
係
る
法
第
六
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、
各
年
度
に
お
い
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
設
置
者
が
、
そ
の
運
営
の
た
め
に
支
弁
し
た
費
用
の
額
か
ら
、

そ
の
年
度
に
お
け
る
診
療
収
入
そ
の
他
の
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
う
。

６
　
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
総
務
大
臣
及
び
財
務
大
臣
と
の
協
議
）

第
二
十
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
前
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
総
務
大
臣
及
び
財
務
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
大
都
市
等
の
特
例
）

第
三
十
条
　
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
法
第
六
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
都
市
が
処
理
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
四
条
の
三
十
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
法
第
六
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
中
核
市
が
処
理
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の

四
十
九
の
十
六
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
法
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
二
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
二
月
五
日
政
令
第
三
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
政
令
第
四
五
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
及
び
検
疫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
七
月
九
日
政
令
第
二
三
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
九
日
政
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
感
染
症

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
一
条
及
び
第
十
三
条
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
二
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
十
二
条
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令

第
二
十
八
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
二
十
七
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
十
条
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
二
十
六
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
九
条
第
一
項
の
改
正
規

定
、
同
条
を
同
令
第
二
十
五
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
八
条
を
同
令
第
十
四
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
七
条
を
同
令
第
十
三
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
六
条
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に

二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
五
条
第
三
号
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
九
条
と
し
、
同
令
第
四
条
を
同
令
第
八
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
三
条
の
表
第
二
十
二
条
第
三
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、

同
表
第
二
十
三
条
の
項
の
改
正
規
定
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
条
を
同
令
第
七
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
条
の
二
を
同
令
第
六
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
条
第
四
号
の
改
正
規
定
、
同
条
に
一
号
を
加
え
、

同
条
を
同
令
第
五
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
一
条
の
二
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
四
条
と
し
、
同
令
第
一
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
、
第
五
条
中
検
疫
法
施
行
令
第
一
条
の
三
の

改
正
規
定
、
第
六
条
、
第
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
日
政
令
第
一
七
五
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
及
び
検
疫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
月
一
四
日
政
令
第
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
令
第
十
五
条
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
二
月
二
二
日
政
令
第
三
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
四
月
二
六
日
政
令
第
一
三
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
一
六
日
政
令
第
二
五
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
月
九
日
政
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
の
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
の
規
定
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次

号
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

二
　
第
二
条
中
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
の
前
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
　
改
正
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
六
日
政
令
第
三
九
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
条
　
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
申
請
に
係
る
行
政
庁
の
不
作
為
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
附
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
五
日
政
令
第
四
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
二
日
政
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
一
四
日
政
令
第
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
第
二
号
に
お
い
て
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
二
六
日
政
令
第
五
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
三
日
政
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
二
月
九
日
政
令
第
三
七
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
五
年
四
月
二
六
日
政
令
第
一
七
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
五
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
二
六
日
政
令
第
一
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
一
条
の
二
、
第
二
条
第
二
号
及
び
第
五
条
第
四
号
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第
一
条
中
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
一
条
の
四
各
号
の
改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
一
七
日
政
令
第
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
政
令
第
一
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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